
i <<JICA だより》

i昭和一外開術協明向!

i 林久晴 i 
我が国が国際協力事業団(JICA)を通じて実施する海外林業技術協力は，近年，著

しい拡大，充実がなされているが，昭和 61年においても活発な展開がなされている。

以下，その動向の概要を御紹介する。

海外林業技術協力のタイプには，

(1) 専門家の派遣，研修員の我が国への受入れ，機械の供与の三つの柱を有機的に

組合せて行うプロジェクト方式による協力(プロジェクト協力〉

(2) 上記の柱を各々単独で行う協力，

(3)森林資源調査， 森林管理計画の策定等の計画作成に対する協力(開発調査事

業)，

(4) 民間企業が現地で森林開発事業を行う場合に長期低利の資金を融資したり，民

間企業が林業活動を開始するに先だって必要なデータを得るために実施する現

地突証調査(開発協力)，

のいずれかによって行われているが，昭和 61年の特色としては， これらの協力を通

じて全体と して紘大が図られ， また，質的にはア フリ カでの協力が一気に活発化した

ことがあげられる。

昭和 61年に実施した海外林業技術協力の主な動向については， 別表にとりまとめ

たが，プロジヱク ト協力についてみると は，ケ ニア林業育首は昭和:161年 4月3名，10

月 1名， フソレ不 イ林業研究は同年 l月3名の専門家が各々派遣され協力活動が本絡的

に開始されたし現地実証調査では，新たにナイジエリアで新プ口 ジェ クトが発足，

Ufl発淵庄では. ウルグァ イ， タンザニアにおし、て新しい調査が開始された。

とりわけ，ケニアの林業育前訓練プロジェクトは，裁が国のアフリカ林業技術協力

の第 l号であり，また， 協力の内容は， 社会林業の般進に必要な笛木生産ーに係る人材

養成並びに-'1土乾燥地て‘の若年林造成を対象としたものであること等，これまでの我が国

の林業技術協力プロジェク トにみられないものとなってお り， その動向が国の内外か

ら注 目されてし、る。

またナイジz リアで開始される現地実証言Id:t!F.も半乾燥地における造林技術に係る突

HAYASHI， Hisaharu: Trend of the Forestry Technical Cooperation in 1986 

国際協力事業団林業水産開発協力部
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昭和61年中におけるプロジェグ ト方式技術協力及び開発協力現地実証調査

プロジェグトの主な動向

プロジ|
I _'_ _. ，.， h Iェ夕刊

|国 名 |プロジェタト名 |開始年 61年中の主な活動内容等

一 一一一l一一一一一一一U~2J一一一一 一一一一一一一一一一一一一
i 同2年7月の終了をひかえ，テクニカノレ ・レポート

① |フィリピン i伝 説 ン ガ ン I51 I実鵠雪221露日号'ー呪供時今335チ
1 1-の発足についての検討

⑦霊長マトラ森林 5川辺住:ぉ論 議 再 ( 期 間2年間)に入り最

一一一|インドネシア | 一一一←一一十一一斗一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

③熱帯降雨林研究6川 翠 均 親 ぷ設と入り，ムラワノレマン大学

④蹴研究訓練 I 56 I話限切さり14会兜?な研究課題を

一一|タ イ J 

⑤ 1 :木材生産技市野罰111 日 |これまでの成果を踏まえ，長期専門家8名→ 5名
練 1 "0 1体制とし，現地適合技術の開発を主眼に活動

平一一通扇がr~市臨{雨漏石ぷ雨戸両

不二子保ム--~~両面市言語扇面調休
I 7' /(， '*' -1 I H:~liJf9V， I 60 1?2年4月長期専門家3名が新に派遣さMJf君事力

③|ブノレネイ |林業研究 |60 I体制の基礎罪り，研究計画の立案在中心に詰濁

I -f =; -/ /(， I打パウロ林業 I54 I叩き管理，機械化制等の技術移転の目的措し
⑨ |ブラジノレ|研究 I 54 1611f 3月無事終了

1 -""，，'W ，.'_ ， 1 ‘雪月よりフォローアップに移行 (WJ隠は 1年間)。

⑪パラグアイ|麟議長アつ 54 I ~'刀C三訂7?μl塁繁努概A此kE碍雪韓語偽勧アグhロフ

マゾン林萎開 I5閃6 間延室さhれアマゾンの自ム 系と調和しF一;司:干; ζ r-一円円h高雨京不i可司語而日;尋言
誌禿矧現地峨笑釘矧i託澗正問調査引| た鳩森蒜融造成蹴技耐伽の究矧明のための活請

アフリカ第1号の林業案件61年4月3名.10月1

⑫|ケ ニ ア |林業育苗訓練 I 60 I銘 高 原 翠f:持??与野貯12華民営
の活動

半乾燥地森林資 18月22日R/D締結。協力期間は5か年問。ケニ
⑬ |ナイジエリア!源保全開発現地 1 61 1アに次ぐアフリカ林業案1牛で，本年1月3名の長

実証調査 期専門家が派遣されフ.ロジェタト活動開始

証調査を目的としたものであり，タンザニアで行う開発調査についても，調査結果が，

その後の半乾燥地造林の推進に大きな指針となることが期待されている。さらに「綴

の平和部隊」構想の一環として，セネカソレにおいて海外青年協力隊を中心とした植林

プロジェクトの開始準備が進められた。 このように昭和 61年は， 我が国の海外林業

技術協力においてアフリカ協力の元年となった観がある。

第 2の特色は，これまで行ってきたプロジェクトに大きな転換期を迎えたものが多

いことである。E!IJち，ブラシノレ ・サンパウロ林業研究は 3月に 7年間の協力を無事
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② 
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⑤ 

国 名

エクアドル

フィ リピン

昭和 61年中における開発調査の実施状況

|プロジェタト名 |脇 l
(年度)I 

員室昔日林業資源 60-62 

広析域管森浬林計情画報分 60-62 

61年 中の主な活動内容

万のを共森実ha林和施の施国森業北林東及に部びっ開にあて計る航画ノ空基ノレ写オ準真のリエンテ地区め10のの万調1h0査a 0 
い発 の策撮定影の，た

にノラレソンンド解島サ，北析調ッ東査，ト部デカガヤン利流域用し270経地万営域ha特計性画を対，の象森策
林定立の地の モ実テ-ツ施Fレ等地域をでの森林

ため を

イ |国有林管理計画 160-621 タイ周有林のうち 200万 haの航空写真の撮影
及びモテノレ地区 2万 haを対象に森林管理計画を
策定するための調査を実施

ウルグァイ 造画林木材利用計

1 [ ゥ1待問吋騨木容の めのガ策イ ラ イ
と プンのた

とと の締ブ結月) の
実施

タンザニア 林キリマシ計ジ画ャロ 61-62 

ず1議髄:ii躍を

業開発
乾にこ燥，と土地と砂森求し 月いを

から予定され

終了し，南スマト ラ森林造成，南部パラグァ イ農林業開発は，ともに 7年間の協力を

経て昨年から各々 2年間， 1年間のアフタ ーヶアーに入り最終段階を迎えている。

また，タイ造林研究訓練は 5か年間の協力を経て，昨年 7月からは新たな協力課

題を設定し第 2フェ ーズ(協力期間 5か年間) として発足した。

さらに，フィリピン ・パンタバンガン林業開発は，協力期間の終了する本年 7月以

降は，これまで 11年間の協力成県を踏ま えた 新しいプロジェクトに衣替え していく

ことが検討されている。

次にこれらのプロジェクトの運営市!て‘の動 きについてみると

(1)専門家の派遣については， 61 年 1~ 12 月の悶にプロジェク ト協力及び実証事業

では，新規派遣 33名，継続中 15名，帰国 43名で現在 48名がプロジェクトで活躍中

である。この他個別派遣の専門家 1名がノ4ラグァ イ国に派遣され同国林野庁長官に対

する造林事業ア ドパイザーとして活躍中である o

(2)研修員受入れについては，プロジェクト協力，開発調査及び実証事業において 61

年 4月以降 32名，集合研修では 34名の研修員が受入れられた。

(3)機械供与額については， 61年はプロジェクト協力で約 7億円程度供与される見

込みである。

(4)プロジェ クトの発足，円滑な運営を確保する等のために派遣された調査団は， 61 

年 1~ 1 2 月の聞でプロジェク ト技術協力では， 17調査団延べ 54名， 開発調査では 19

調査団延べ 86名にのぼっている。 これらの実績とともに運営面で特記されるべきこ

とは，本年度より 「造林推進対策費」が新設されたことである。

72 熱帯 林 業 No. 8 (1987) 



これは，本来造林に必要な労賃や苗木代， 燃料代等の資材費は，相手国側の責任で

負担すべき経費であり，林業分野以外でもこういった性格の経費は全て相手国の負担

で実施されている。しかしながら，造林については，投資が超長期に亘ること等から

相手国側が特に支出し難い経費となっており，これが造林推進上の大きなネックにな

っていることにかんがみ，上述の経費について日本側において負担しようというもの

で，61年度には，特に相手国の負担が困難と見られるケニア林業育苗訓練プロジェク

トについて約3，000万円が認められたものである。造林事業を推進する上で大きな希

望を与える予算であると言えよう 。

以上紙数の都合もあり，大雑把な紹介となってしまったが，これらの技術協力の推

進には，外務省，農林水産省，林野庁，林業試験場，大学をはじめとする関係者の方

々の大変な御協力を頂いた。

我が国の林業技術協力を求める開発途上国は年々増大の一途をたどっており，現在

も，数多くの新たな技術協力プロジェクト，開発調査，投融資案件，それに専門家の

個別派遣等の要請について具体的な検討も進められている。

一方， FAO等が進めてしる熱帯林行動計画に基づくカントリーミッションの派遣，

それに基づく プロジェクトの具現化等の国際的な動きが活発化し，我が国への応分の

役割分担を求める声も高ま ってきている。

]ICA としても，こうした期待に応えて林業技術協力の拡大，充実を図る必要は益

々高ま っているものと考えており， 62年においても関係者のなお一層の御理解と御協

力をお願いするしだいである。

「土h~主主性長時 IHÎ 眼台
第 2版|烈'市植物安見J(大日本山林会発行)

B6変形版本文 568頁索ヲ1166頁

定価 4，500円 (〒250円)

執筆 岩佐俊吉(元茨城県園芸試験場長) 木 方 洋 二 (名古屋大学農学部教授)

北 野至 亮 (元熱帯林業協会副会長) 佐々木尚友(元新宿御苑管理事務所長)

鈴 木健敬(元林業試験場関西支場) 原 敬造(元熱帯林業協会副会長)

熱帯の林木，竹，果樹，作物，花，シダ類，食用菌類など約 3，0∞ 種に

ついて，分布，性状，用途などが簡明にまとめ られてお り，熱帯植物

に関心をもたれる研究者，実務家に役立つ必携のノ、 γ ドブッグです。

《発売所》

干113鶏鳴探 養 賢堂 電話 (03)814-0911 
振替東京 2-25700
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